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本号はまず、
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年七川、京郎で記念センターの民二小会と講演会を開催した際にあわせて行なった荒尼
精先生追悼式の時の一一一間良信氏の解説的な講話と、この迫仰式を指押した小崎口業氏の荒足先生の生以を人，
H
む追悼の併を収録させていただいた
c
折しも京都の祇同祭が終了した直後の夏の暑い日ではあったが、多く
の書院および愛大本業生が山附され、椛トヘに行なわれ、ド収山川市町抗出先生も深い眠りから党めたことであろう
c
それとは別に、二．出氏は古院の大村欣一教授逝去の際に一一二期生中部義久氏が追悼文を上海日報に寄稿し、そ
れを大村教授の弟屯松氏が印刷した文市をここに再録し、それについての「あとがき」として記していただいたっ大村教授は大旅行に出かける書院生を鼓舞し市一
Ha院生の伶業に感激の悩をあらわすほどで、多くの書院生にも恭
われていた。向井和仲氏の寄稿は東京事務所で愛トヘ創設問に入学した壮
H院生だけでなく、大陸や台湾にあった他大学や
高等専門学校生の状況をオ
l
ラルヒストリーとしてすすめつつあるもので、今同はハルピン学院におられた
谷藤助氏についてのオ
l
ラルヒストリーについて言及された。今後の展開により愛大創設則の再評価につな
がるものと期待される。
本年度の第十七回東亜同文書院記念基金会記入品質は曾但父侮ば
L仕上日と係文とのかかわりを揃いた『革命を
プロデュースした日本人』
の著者小坂文乃氏と中日大辞典第三版を編集出版した愛知大学中日大府典編纂所
が対象となった。その推薦理山と受賞庁の挨拶を旧何故した。小坂氏の古は二
O
一一年が辛亥革命一
OO
年の
年であり。
より多くの人の注目を集めよう。また愛知大学中日大昨典編纂所の中日大昨典第一二版は、変化の
激しい中国を過般にフォローした辞主としてい品く評価されるものと思われる口
あとは、記念センター
p
・
D武井義和氏によるセンター所蔵の資料日録印刷介のつづきを収録した。
本号もこれまでの時代と現代の時代を刻み込んだ歴史のセき証人となるような内谷となった。山師抗日の’hH々からの御投稿も期待している。なお、三
OO
六年からスタートした「オープン・リサーチ・センター」プロジェクトは．九年日の本年、終了する年と
なった。書院に関する多くの企画を実践し、それなりに成果を収めることが山来たと忠われる
Dそこで次年度からの
新た プロジェクトも応募することになった うまくいけば本誌もまた取かな実りを結ぶことであろうと思われる。
最後に記念センター長を務めた筆者もこの三月に定 退職することになった。多くのお川訴になった方々に心よりお礼巾し上げたい。
今後のセンターにも何らかの形でお役に立つことが山来ればと願っています。
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愛知大学東到同文書院大学記念センター長藤田佳久
制民佐記
